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成人式平成 26 年 朝日町

▶成人式に出席した 72 人です

「ひさしぶり～」。再会の記念に一枚

「誓いの言葉」を述べる
成人式実行委員会の
菅井広文さん ( 沼向 )

　４月29日、今年度の町成人式が創遊館で行われました。
　今年の対象者は、平成５年４月２日から６年４月１日生ま
れの男性47人、女性44人の91人（17年４月１日以前の
転出者を除く）で、全体の約８割にあたる72人が出席し
ました。
　式典では新成人を代表し、成人式実行委員会の菅井広文
さんがあいさつ。「りんごの木を見ると、ここで成長した青
春時代が思い出される。今後挫折や逆境に直面したときに
は、朝日町の自然や仲間と過ご
した日々を思い出して前に進ん
でいきたい」と誓いの言葉を述
べました。
　美しく、そしてたくましく成長
した姿で再会を喜び合う新成人
たち。式典後には祝賀会も開催
され、仲間とのひとときを楽しみ
ました。

◀新成人全員にプレゼント
されたのは、中学 3 年生
のときに収穫したブドウか
ら作られた記念のワイン

インタビューに笑顔で応じる親子

20 歳になっても変わらない友情

羽織袴と振袖がお似合い
「元気だった～？」

恩師との再会も…

思い出のワイン！
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　4 月 20 日、玉ノ井地内にあるカヌーランド（通称「タンの瀬」）
で「日本カヌーフリースタイル選手権大会が開催されました。
　日本カヌー連盟が主催し、ワールドカップの派遣選手選考会
も兼ねる大会。競技は 45 秒間の中で様々な技を繰り出し、そ
の得点を競うもので、昨年の世界選手権出場者など国内トップ
パドラー 48 人が出場。難易度の高いダイナミックな技が繰り
出されると、周囲から大きな拍手と歓声が上がっていました。

５
５

町指定文化財「緋
ひ あ じ ろ

網代の駕
か ご

籠」も公開

大沼浮嶋稲荷神社例大祭

４

５
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４
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　町エコミュージアム協会（長岡信悦理事長）が２年間にわた
り行ってきた大谷風神祭に関する取材・研究の集大成として、

「エコミュージアムの小径第 15 集　大谷風神祭」がこのほど
刊行されました。地区の皆さんのお話はもちろん、昨年開催し
たシンポジウムや田楽提灯作りワークショップの様子なども収
録。歴史、神輿、お神楽、獅子踊り、屋台、露天、花火など 60 ペー
ジにわたり、風神祭の特異性がぎっしり。ぜひご覧ください。

　今年一年の五穀豊穣や無病息災を願う大沼浮嶋稲荷神
社の例大祭が 5 月 5 日、大沼地内で行われました。
　午前 10 時の花火の音とともに神社の社務所を出発する
のは、現代によみがえった平安絵巻を感じさせる行列。周
囲に響き渡るホラ貝と神秘的な音色の雅楽隊を先頭に、神
社宮司や白装束姿の氏子たちが続き、神社まで約 1 キロ
の道のりをゆっくりと進んでいきました。
　今年は町指定文化財の「緋網代の駕籠」が特別公開さ
れたほか、町の若者グループ「アットホーム」のメンバー
が協力。新たな見どころと若さで祭りに魅力を加えました。

◆緋網代の駕籠…町指定文化財（昭和 50 年）
　江戸時代、徳川幕府の祈願所として幕府の庇護を受け
た大沼浮嶋稲荷神社。この駕籠は神社別当（※）の大行院が、
祈祷した神符を幕府に献上するため江戸城に登城する際
に使用したものと伝えられています。

※別当…神社の事務を統括する者

　第 36 回朝日町長杯争奪剣道錬成大会の中学生の部が今年
も４月 29 日朝日中体育館を会場に開催されました。
　新年度になって間もない時期の開催とあって、毎年冬期間の
稽古や成長ぶりが試されるとともに、新チームの顔ぶれが確認
できる大会。今年も男子 60、女子 48 の合計 108 チームがエ
ントリーし、熱戦を繰り広げました。
　朝日中は男女ともにベスト８で、敢闘賞を受賞しています。

　町特産のりんご（ふじ）の PR を目的に、りんごの樹１本５万
円でオーナーを募集する「りんごの樹オーナー制」。18 年目を
迎える今年は 59 口の申込みがあり、５月 11日に開園式と摘
花作業が行われました。
　開園式では１年間作業する「樹」を抽選で決定し、その後３
園主の４園地に分かれて花摘み作業を体験。晴れ渡る青空の下、
実りの秋に思いをはせながらさわやかな汗を流しました。

県内外の 108 チームが熱戦

第 36 回朝日町長杯剣道大会

花摘み作業でさわやかな汗

りんごの樹オーナー制開園式

エコミュージアムの小径第 15 集「大谷風神祭」が発行

風神祭の特異性びっしりの一冊

４
20

激流の中で艇を自在に操る

日本カヌーフリースタイル選手権

町立図書館でご覧になれるほか、創遊館内エコミュージアムルー
ムでは頒布にも対応しています。問合せは☎ 67-2128 まで。

平安絵巻のような行列は大行院を出発し、浮嶋稲荷神社を目指す。
今年は町指定文化財の「緋網代の駕籠」も特別公開された（＝写真上）

５
11

今年も応援バスで有志が駆けつける

モンテディオ朝日町応援デー

　５月11日、「朝日町応援デー」のモンテディオ山形ホー
ムゲーム、「ジェフユナイテッド千葉」戦が行われました。
　通常の半額で観戦できるモンテディオの「市町村応援
デー」。町民サポーターで作る「モンテディオあさひ応援
隊（遠藤政則会長）」では年に１回のこの日のため格安の応
援バスを手配し、町民のツアーで応援に駆けつけています。
今回は 38 人が利用しました。
　この日は試合に先立ち、応援隊の志藤修さん（大谷三）
ご家族が選手に朝日町ワインを贈呈し激励。また、「桃色ウ
サヒ」もモンテディオ山形のマスコット「ディーオ」ととも
に愛嬌を振りまきながら、朝日町をＰＲしました。
　試合は後半 28 分に千葉が先制。山形は後半 41分に途
中出場の比嘉厚平選手が見事なミドルシュートを決め同点
に追いつきましたが無念のドロー。前の試合も終了間際で
追いつかれ引き分けているだけに、「ぜひ今日は勝ちたかっ
た」と残念がる一行でしたが、帰町後は懇親会も開かれ、
試合とモンテ談義に盛り上がりました。

（上）町特産のワインを贈った試合前のセレモニー。（下）比嘉選手
の同点ゴールに湧き上がるスタンド
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◀待望のオープンに笑顔を見せる
オーナーの奈良崎さん　▲店内には
豊富な加工品のほか、季節の果物が
並び、その場で味わうことができる

　4月19日、上郷地区の国道 287
号沿いに町特産のフルーツを使った
スイーツや加工品などを提供するカ
フェ、「オレンジの屋根」がオープ
ンしました。

　「材料すべて町の特産の果物にこ
だわり、余計な添加物は入れない。
果物本来の味だけで勝負する。そ
れが当店の自慢であり、特徴です」。
こう話すのは、オーナーの奈良崎美
雄さん（大滝）。約 30年前に転入
した、Iターン農家のいわば「先駆け」
的存在で、自身が代表を務める農事
組合法人「うまいくだもの園」では、
りんご、サクランボ、桃をはじめ7
種類の果物の生産と加工を手掛け
ています。高品質の果物はもちろん、
「果物が美味しいから自信を持って
提供できる」と話す加工品の数々は、
全国のデパート等で高い評価を受け
ています。

　お店は空き店舗となっていた建
物を改修し利用。自慢のフルーツを
使ったパイやタルト、ワッフルのほ
か、ゼリーやアイス、ソフトクリー
ムなどの商品が並び、店内外の40
席でコーヒーとともに味わうことが
できるほか、テイクアウトも可能。
旬の時期にはもちろん農園とれたて
果物が並びます。
　「オレンジの屋根」という名称に
ついては「遠方からお越しいただく
お客様の見つけやすさを考えまし
た」と奈良崎さん。「『農園（うまい
くだもの園）』では目印
になり得ませんが、『オ
レンジの屋根を目指し
て来て下さい』という
と分かりやすいでしょ。
それにオレンジは果物
の基本色ですから…」。
　「町外の方々だけでな
く、町の皆さんにもぜ

ひおいでいただきたいですね。朝日
町が、そして上郷地区がますますに
ぎわってくれればうれしいです」―。
奈良崎さんのさわやかな笑顔は、オ
レンジの屋根と同じくらい青空に映
えていました。

≪カフェ オレンジの屋根≫
▶営業時間…午前10時～午後6時
▶定休日……毎週月曜日
　　　　　（祝日の場合は翌平日）
▶問合せ先…☎６７ー７２５４

奈良崎 美雄さん（大滝）

「自家製フルーツたっぷりのスイーツはいかが？」
くだものスイーツカフェ「オレンジの屋根」を開いたIターン農家の先駆け

　
昨
年
６
月
に
町
に
や
っ
て
来
て
か
ら

約
１
年
間
、
私
は
桃
色
ウ
サ
ヒ
を
通
じ

た
情
報
発
信
の
た
め
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
若
い
人
が
来
て
く
れ
る
と
活
気
が
出
て

い
い
ね
」
―
―
。
様
々
な
場
面
で
い
た

だ
く
こ
う
し
た
言
葉
は
元
気
の
源
で
す
。

　
私
の
主
な
仕
事
は
そ
う
し
た
イ
ベ
ン

ト
等
の
様
子
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
以

下
「
Ｈ
Ｐ
」）
な
ど
で
発
信
す
る
こ
と
。

お
か
げ
さ
ま
で
「
こ
ん
な
活
動
が
あ
っ

た
ん
だ
」「
○
○
さ
ん
、
こ
う
い
う
活
動

を
し
て
い
た
ん
だ
」
と
話
題
に
し
て
い

た
だ
き
、
取
材
を
受
け
た
方
々
か
ら
は

「
私
た
ち
の
活
動
は
注
目
さ
れ
て
い
る
ん

だ
か
ら
、
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
い
こ
う

と
活
気
が
出
て
き
た
」
と
い
う
話
も
聞

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
性
化
の
連
鎖

か
ら
私
も
達
成
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
秋
頃
か
ら
役
場
の
前
の

ス
ー
パ
ー
「
ヒ
グ
チ
」
さ
ん
で
は
、
ご

好
意
に
よ
り
町
の
Ｈ
Ｐ
上
で
紹
介
し
た

記
事
や
写
真
を
店
内
に
掲
示
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
場
所
は
正
面
入
口
近
く
で
、

目
に
と
ま
り
や
す
い
と
こ
ろ
。
そ
ば

に
は
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
待
合
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
店
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
の

話
で
は
、
お
年
寄
り
の
方
々
が
写
真
に

よ
く
見
入
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
あ
り

が
た
い
こ
と
に
、
パ
ソ
コ
ン
や
ケ
ー
タ

イ
を
使
わ
な
い
方
々
に
も
ウ
サ
ヒ
や
私

の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
が
増

え
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
新
た
な
活
動
で
は
、
町
内

の
美
し
い
写
真
を
集

め
、「
ま
ち
の
素
材

館
」
と
し
て
町
の
Ｈ

Ｐ
上
で
公
開
し
ま

す
。
い
つ
も
暖
か
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
る

ヒ
グ
チ
さ
ん
を
は
じ

め
、
町
の
皆
さ
ん
に

は
「
町
の
活
性
化
」

と
い
う
形
で
恩
返
し

で
き
る
よ
う
２
年
目

も
し
っ
か
り
頑
張
り

ま
す
。

桃色ウサヒの「中の人」こと、佐藤恒平町情報交流アドバ
イザーと町地域おこし協力隊、緑のふるさと協力隊員によ
る連載コーナー。日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。

好意への恩返しは町の活性化で
情報交流推進員　橋 本 　 蕗 （埼玉県出身）

「
お
金
が
貯
ま
る
の
は
、
ど
っ
ち
？

―
お
金
に
好
か
れ
る
人
、
嫌
わ
れ

る
人
の
法
則
―
」  

菅
井 

敏
之 

著

　
お
金
が
増
え
る
の
は
持
ち
家
派
、

賃
貸
派
？
口
座
を
つ
く
る
な
ら
メ
ガ

バ
ン
ク
、
信
用
金
庫
？
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
持
つ
な
ら
２
枚
、
４
枚
？

元
銀
行
支
店
長
の
著
者
が
、
お
金

を
増
や
す
25
の
法
則
を
伝
授
す
る
。

著
者
は
朝
日
町
出
身
。

「
こ
ど
も
た
ち
へ
―
ま
ど
さ
ん
か

ら
の
手
紙
―
」
ま
ど 

み
ち
お 

文
、

さ
さ
め
や 

ゆ
き 

絵

童
謡
「
ぞ
う
さ
ん
」
で
知
ら
れ
る
詩

人
、
ま
ど
・
み
ち
お
が
84
歳
の
と
き

に
母
校
の
子
ど
も
た
ち
に
あ
て
た
手

紙
。
大
切
な
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
る
の
が
自
分
の
役
目
と
、
詩
を

書
き
続
け
た
詩
人
の
魂
の
言
葉
。

【
そ
の
他
の
新
刊
】

▼
さ
い
ご
の
毛
布
／
近
藤
史
恵　
▼

フ
ェ
イ
バ
リ
ッ
ト
・
ワ
ン
／
林
真
理
子

▼
書
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
／
北
村
薫

▼
豆
の
上
で
眠
る
／
湊
か
な
え　
▼
あ

り
ふ
れ
た
愛
じ
ゃ
な
い
／
村
山
由
佳　

▼
バ
ベ
ル
／
福
田
和
代　
▼
無
縁
旅
人

／
香
納
諒
一　
▼
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ボ
ン

ド
は
来
な
い
／
松
岡
圭
祐　
▼
愚
者
よ

お
前
が
い
な
く
な
っ
て
淋
し
く
て
た
ま

ら
な
い
／
伊
集
院
静　
▼
大
人
の
流
儀

４
／
伊
集
院
静　
▼
秘
密
保
護
法
何

が
問
題
か
／
海
渡
雄一　
▼
池
上
彰
の

教
養
の
ス
ス
メ
／
池
上
彰　
▼
究
極
の

お
土
産
／
観
光
庁　
▼
軍
師
官
兵
衛

２
／
青
木
邦
子　
▼
醒
め
な
が
ら
見
る

夢
／
辻
仁
成　
▼
ソ
ナ
チ
ネ
／
小
池

真
理
子　
▼
直
木
賞
受
賞
エ
ッ
セ
イ
集

成
／
文
藝
春
秋　
▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ッ
ポ
ン

の
里
山
／
今
森
光
彦　
▼
親
の
家
を
片

づ
け
る
土
地
建
物
相
続
問
題
／
主
婦

の
友
社　
▼
も
う
限
界
！
親
を
介
護
施

設
に
あ
ず
け
る
お
金
が
わ
か
る
本
／
高

室
成
幸　
▼
ひ
き
こ
も
り
脱
出
支
援
マ

ニ
ュ
ア
ル
／
田
村
毅　
ほ
か

町
立
図
書
館
新
刊
案
内

【
ブ
ッ
ク
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
】

特
集
①
家
庭
菜
園
で
お
い
し
い

野
菜
を
作
ろ
う
！

特
集
②
い
ぬ
の
お
は
な
し
よ
ん

で
み
よ
う
！

開店の日に来店したご近所の皆さん

10
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今
月
か
ら
健
康
づ
く
り
や
福

祉
に
関
す
る
新
コ
ー
ナ
ー
「
健
康

あ
さ
ひ
る
ば
ん
ざ
い
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
町
の
保
健
師
や
管

理
栄
養
士
が
毎
月
様
々
な
話
題

を
提
供
し
ま
す
。

　
　
◆　
　
　
◆

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
保
健

師
の
川
村
で
す
♪
。

　
田
植
え
の
時
期
と
な
り
、
昼
夜

の
気
温
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
５
月
は
新
年
度
以
降
の
疲
れ

が
出
や
す
い
時
期
で
す
の
で
、
栄

養
を
し
っ
か
り
取
り
、
夜
ふ
か
し

せ
ず
に
体
を
十
分
に
休
め
て
く
だ

さ
い
ね
。

　
第
１
回
目
は
子
育
て
に
関
す
る

話
題
。「
こ
ど
も
相
談
」
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
ど
も
相
談
は
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
毎
月
第
１
金
曜
日
に

行
っ
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
発

達
、
言
葉
、
食
事
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
日
頃
の
あ
ら
ゆ
る
子
育
て

の
悩
み
に
つ
い
て
保
健
師
な
ど
の

専
門
家
が
ご
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
ま
た
身
体
計
測
も
行
っ

て
い
ま
す
。
定
期
的
に
お
子
さ
ん

の
成
長
ぶ
り
の
確
認
を
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
ほ
か
、
歯
科
衛
生
士
に
よ

る「
歯
の
健
康
相
談
」が
年
２
回
、

臨
床
心
理
士
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
」
が
年
３
回
あ
り
ま

す
。
支
援
セ
ン
タ
ー
で
遊
ぶ
つ
い

で
に
、
ぜ
ひ
お
寄
り
く
だ
さ
い
。

《
こ
ど
も
相
談
》

▼
開
催
日　
毎
月
第
１
金
曜
日

▼
時
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
歯
の
健
康
相
談
】
…
８
月
１
日
、

12
月
５
日
、【
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
】

…
７
月
４
日
、
11
月
７
日
、
３
月
６

日(

※
事
前
予
約
制)

詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
係

　
☎
67-

２
１
１
６

進む被災者向けの宅地造成

「子ども相談」で体重を測定する親子

　

今
年
度
、
友
好
の
町
で
あ
る

宮
城
県
七
ヶ
浜
町
の
復
興
支
援

の
た
め
同
町
へ
派
遣
さ
れ
、
復
興

推
進
課
に
勤
務
し
て
い
る
佐
竹

佑
斗
で
す
。
隔
月
程
度
本
コ
ー

ナ
ー
で
同
町
の
状
況
や
魅
力
を

伝
え
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

初
回
の
今
回
は
、
七
ヶ
浜
町

は
ど
ん
な
町
な
の
か
を
簡
単
に
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

　

七
ヶ
浜
町
は
仙
台
の
ほ
ぼ
東

側
に
位
置
し
、
北
と
東
を
松
島

湾
、
南
を
太
平
洋
と
三
方
を
海

に
囲
ま
れ
た
町
で
す
。
広
さ
は
13

㎢
と
北
海
道
・
東
北
の
市
町
村
の

中
で
最
小
な
が
ら
も
、
人
口
は
約

２
万
人
。
朝
日
町
の
約
３
倍
の
方

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

町
名
の
由
来
は
そ
の
名
の
通

り
、
町
内
に
あ
る
７
つ
の
浜
を
総

称
し
た
も
の
で
す
。
震
災
前
は
、

豊
か
な
海
産
資
源
や
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
で
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。

【
震
災
復
興
の
状
況
】

　

震
災
か
ら
３
年
が
経
過
し
、

町
の
復
興
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
。
未
だ
仮
設
住
宅
も
点
在
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
中
に
は
被

災
さ
れ
た
方
向
け
の
高
台
住
宅

団
地
の
造
成
が
完
了
し
、
公
営

住
宅
の
建
設
も
始
ま
り
ま
す
。

　
「
す
べ
て
の
方
が
自
立
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
が
震
災

復
興
」
と
は
、
あ
る
職
員
か
ら
か

け
ら
れ
た
言
葉
。
一
年
間
全
力
で

仕
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

派
遣
職
員 

佐
竹
主
事
の

「
七
ヶ
浜
通
信
」

レポート

連載：あさひまちファンを全国につくっていこう！
　by　 朝日町ブランド化推進プロデューサー　村尾隆介

「朝日町のブランド化の推進って、一体どういうこと？」

こう思われている町民の方も少なくないと思います。

どうか難しく考えないでください。

「全国に“朝日町のファン”をつくっていく計画のこと」と捉えていただければ、それで十分です。

「ブランド」といわれる商品・会社には、お客さま以上の「ファン」と呼べる支持者がいます。

ファンは、売り手がお願いしなくても、その会社や商品のことを誰かに伝え、広げてくれます。

ファンは、少しくらい値段が高くても、喜んでその価値を理解し、その価格を支払ってくれます。

ファンは、その会社や商品を何度もリピートしてくれます。

もしも「朝日町ファン」が全国に増えていったら、私たちの生活はどう変化していくでしょうか？

「朝日町ファン」が増えれば、激化が予想される産地間競争でも、私たちは優位に立てます。

「朝日町ファン」が増えれば、私たちは今よりもっと楽しく仕事を頑張ることができるはずです。

こうなると、その前向きな町の姿勢に魅せられて、さらに人やチャンスが町に集まってくる…。

過去の経験から、私はそんな風に町は変わっていくと想像しています。

町のブランド化を推進することは、町民の力を合わせて朝日町ファンを増やしていこうということ。

朝日町には、それを実現できる魅力があります。

私は朝日町の未来が楽しみで仕方ありません。

最高にワクワクする２年間にしていきましょう！

２２日（木）１３時～１７時
２３日（金）１０時～１２時 

６日（金）１３時～１５時
９日（月）１０時～１２時
17日（火） １０時～１７時

　今月から役場政策推進課内の特設コーナーで、ブランドづくりの相
談会を開きます。会社や商店、そして飲食店や農家の皆さん、ブラン
ド化で売り上げや利益アップを目指しましょう。今後 1カ月の開催予
定は右記の通り。相談料はもちろん無料で、何度でもＯＫ。事前予約
は不要ですが、日時を指定したい場合はあらかじめご連絡ください。

▶連絡・問合せ先　政策推進課 地域情報係　☎６７－２１１２

「会社やお店、農家のためのブランドづくり相談会」を開催
５
月

６
月

「朝日町のブランド化推進」
って、どういうこと？

第1回

今月の担当…川村美里保健師

子育ての悩みごとは
毎月第１金曜の「こども相談」に
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みなさんからのおたよりでつくるコーナーです。

町に対する意見や要望、質問、提案などをお寄せください。
無記名での投書に対しては、事実関係の確認が難しく、
回答できない場合もありますので、ご了承ください。

〒 990-1442　朝日町大字宮宿 1115 番地
　　　　　　　朝日町役場 政策推進課 地域情報係☎ 67-2112
　　　　　　　メール／ inform@town.asahi.yamagata.jp

の
家
で
は
現
在
、
合
併
処
理

浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
町
か
ら
の

補
助
だ
け
で
は
自
己
負
担
が
か
な
り

の
金
額
に
な
り
、
家
計
的
に
も
大
変

で
す
。
も
う
少
し
補
助
金
を
増
や
し

て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

併
処
理
浄
化
槽
設
置
の
ご
検

討
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
は
平
成
２
年
度
か
ら
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
を
進
め
、
平
成
24
年

４
月
現
在
の
設
置
率
は
約
75
パ
ー
セ

ン
ト
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

設
置
に
関
し
て
は
、
工
事
費
の
６

割
程
度
の
補
助
金
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
単
独
浄
化
槽
を
廃

止
し
て
合
併
処
理
浄
化
槽
に
切
り
替

え
た
場
合
の
補
助
金
や
、
夫
婦
の
一

方
が
40
歳
未
満
、
ま
た
は
18
歳
以
下

の
扶
養
者
が
１
名
以
上
の
世
帯
に
対

す
る
奨
励
金
、
ポ
ン
プ
槽
設
置
に
対

す
る
補
助
金
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
設
置
し
や
す
い
よ
う
に
他
市
町
村

に
比
べ
て
手
厚
い
補
助
制
度
を
準
備

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
処
理
浄
化
槽
と
関

連
の
あ
る
ト
イ
レ
や
浴
室
の
改
造
な

ど
に
は
、
工
事
費
の
10
％
（
限
度
額

50
万
円
）
を
助
成
す
る
「
町
持
家
住

宅
建
築
補
助
金
（
※
）」
や
、
費
用
の

10
％
（
限
度
額
20
万
円
）
を
助
成
す

る
「
県
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援

事
業
補
助
金
」
な
ど
も
利
用
で
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
制
度
を
合
わ
せ
て
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
す
と
、
よ
り
少
な

い
自
己
負
担
で
整
備
で
き
ま
す
。

　
現
行
制
度
で
も
十
分
な
補
助
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
建
設
水
道
課 

建
設
係☎

67-
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※
助
成
は
町
内
業
者
と
契
約
し
た
場

合
の
み
と
な
り
ま
す
。

年
、
広
報
の
成
人
式
の
写
真

が
集
合
写
真
か
ら
個
人
の
顔

写
真
に
変
わ
り
ま
し
た
。
大
き
く
て
確

認
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
が
、
集
合
写

真
の
ほ
う
が
雰
囲
気
を
感
じ
ま
す
。
そ

れ
に
、担
任
の
先
生
も
確
認
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
今
年
の
誌
面
で
検
討
願
い
ま
す
。

写
真
へ
の
変
更
は
ご
指
摘
通

り
、一
人
ひ
と
り
の
顔
を
大
き

く
見
や
す
く
し
た
い
と
い
う
意
図
の

も
と
で
行
っ
た
も
の
で
す
。
集
合
写
真

を
望
む
声
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

去
年
の
広
報
委
員
会
で
も
報
告
さ
れ
、

存
知
上
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
変

更
後
の
誌
面
に
は
評
価
の
声
も
た
く

さ
ん
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
今
年
も

顔
写
真
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。担
任
の
先
生
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ご
指
摘
を
受
け
、
あ
ら
た
め
て
一
枚
写

真
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

成
人
式
の
記
事
は
多
く
の
方
々
が

楽
し
み
に
し
て
い
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
対

象
者
の
減
少
な
ど
、
今
後
も
時
代
の

変
化
に
対
応
し
な
が
ら
よ
り
良
い
誌

面
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

お
気
づ
き
の
点
が
あ
れ
ば
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
集
合
写
真
は
今
も
新
成
人
の
皆
さ

ん
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

▼
広
報
委
員
会
事
務
局（
政
策
推
進
課
）

☎
67-
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私

昨顔

合 「
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
の
補
助
金
を

増
や
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」

「
広
報
の
成
人
式
の
ペ
ー
ジ

集
合
写
真
の
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
」お詫びと訂正

は
寒
河
江
市
の
会
社
に
勤
務

す
る
た
め
、
長
井
市
か
ら
毎

日
朝
日
町
を
通
過
し
て
い
る
者
で
す
。

今
回
は
朝
日
町
で
感
心
す
る
点
が
あ

り
ペ
ン
を
と
っ
た
次
第
で
す
。

　

第
一
に
除
雪
体
制
が
す
ば
ら
し
い

私
道
路
除
雪
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
に
つ
い
て
、

お
ほ
め
の
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た

４月１日～４月 30 日届出

保護者名性別
すこやかに

区　名 出生児氏名

新　宿　　今　井　琥
こ

　春
はる
　　男　　昭義・　泉　

常　盤　　樋　口　瑠
る

　月
る
　　女　　　孝　・真理子

Births

人口と世帯数Population
●平成２6年　４月３０日 現在

（※外国人を含む）

　人　口 ７，６１３ 人 (－　6)
　　　男 ３，７６３ 人 (－   ４)

　　女 ３，８５０ 人 (－   ２)
　世帯数 ２，４８１ 世帯 (＋   ９)

------ ４月中の異動 ------
出生 　  ２人 　 転入 ２５人
死亡　 　７人    転出 ２６人

※（　）内は先月比

区　名 死亡者氏名

元　町　　　鈴　木　みつゑ　　　本　人
太郎二　　　齋　藤　秀　雄　　　浩　二
西　町　　　　　井　豊　司　　　昭　彦
大　町　　　齋　藤　志　郎　　　チ　ヱ
宇津野　　　細　谷　淳　市　　　秀　明
前田沢　　　川　田　フジ子　　　　　郎
太郎一　　　長　岡　玉　子　　　耕　司
小　原　　　鈴　木　きしよ　　　孝　義

やすらかにObituaries
世帯主名

掲載を希望しない場合は

届け出の際にお申し付けください

大 井  次 郎
（本　町）

大 泉　美智子
（西川町）

佐 竹　　登
（栗木沢）

清 藤　由紀子
（村山市）

おしあわせにMarriages

こ
と
で
す
。
朝
日
町
に
差
し
掛
か
る

と
安
心
で
き
、
肩
の
力
が
抜
け
る
の

が
わ
か
り
ま
す
。

　
第
二
は
、
国
道
を
彩
る
花
々
で
す
。

町
全
体
で
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
道

路
脇
の
花
々
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。
ま
る
で
、
長
い
通
勤
の
途

中
で
い
た
だ
く
一
服
の
お
茶
の
よ
う

で
、
爽
や
か
な
気
分
に
な
り
ま
す
。

花
の
力
は
計
り
知
れ
な
い
で
す
ね
。

　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
だ
と
か
。
と
て
も
す
ば

ら
し
い
運
動
で
す
ね
。
毎
日
の
水
や

り
、特
に
夏
場
は
大
変
な
苦
労
で
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
昨
年
は
中
沢
の
あ
る
ご
家

庭
の
朝
顔
に
大
変
癒
さ
れ
ま
し
た
。

大
輪
の
朝
顔
に
初
め
て
お
目
に
か
か

り
、
毎
日
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。

11
月
初
め
ま
で
の
長
い
開
花
期
間
に

も
驚
き
ま
し
た
。
お
手
入
れ
も
大
変

だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

以
上
、
感
心
し
た
こ
と
を
書
き
と

め
た
次
第
で
す
。
今
年
も
期
待
し
て

お
り
ま
す
。▼

「
一
通
行
民
」
様
よ
り

本誌 4 月号 19 頁「戸籍のまど」コーナーに誤りがあ
りました。正しくは次の通りです。お詫びして訂正し
ます。▶人口7,619人（-51）、男3,767人（-21）、女3,852
人（-30）、世帯数 2,474 世帯（-１） ※（　）は前月比



　
今
月
号
は
表
紙
、
裏
表
紙
が
と
も
に

朝
日
連
峰
の
写
真
で
す
。
い
ず
れ
も
撮

影
地
は
四
ノ
沢
地
内
の
国
道
２
８
７
号

沿
い
。
表
紙
の
水
鏡
、
裏
表
紙
の
桃
の

花
と
も
に
、
そ
れ
だ
け
で
も
魅
力
的
で

す
が
、
背
景
に
朝
日
連
峰
が
顔
を
の
ぞ

か
せ
る
と
、
さ
ら
に
心
惹
か
れ
ま
す
。

　
緑
萌
え
、
空
気
澄
む
こ
の
季
節
、
天

童
市
や
寒
河
江
市
か
ら
は
朝
日
連
峰
の

見
事
な
稜
線
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
近
く
に
里
山
が
迫
る
朝
日
町
で

は
、
そ
の
美
し
さ
を
な
か
な
か
見
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
朝
日
連
峰
は
町
名

の
由
来
に
も
な
っ
て
い
る
町
の
シ
ン
ボ

ル
だ
け
に
、
と
て
も
残
念
で
す
。

　
し
か
し
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
は
ま

ち
づ
く
り
も
一
緒
。
自
分
の
町
に
関
し

て
は
、
身
近
す
ぎ
る
あ
ま
り
な
か
な
か

良
さ
に
気
づ
か
な
い
も
の
で
す
。

　
「
見
え
に
く
い
部
分
ま
で
光
を
当
て
、

価
値
あ
る
情
報
を
探
し
出
し
て
発
信
す

る
こ
と
」
―
―
。
残
雪
の
真
っ
白
な
朝

日
連
峰
を
見
な
が
ら
、
自
分
の
役
割
を

再
確
認
し
ま
し
た
。

佐
久
間　
淳

近すぎて
見えない良さもある

春爛漫 百花繚乱
好天に恵まれた 5月上旬、町内では果樹の花が華やかに春の景色を彩りました。

残雪の朝日連峰と桃の花（5月3日／四ノ沢地内）

サクランボ

収穫期：6月～ 7月 収穫期：９月～10月

西洋ナシ

収穫期：７月～９月

桃

収穫期：８月～11月

りんご

春夏秋冬
編集後記


